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ミンティラの由来 

比嘉 徳太郎（1892・M25）字高志保（01：59） 
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【共通語訳】 

久米島のノロが浮気をしたので、船に乗せられて流

されたようだね。 

そうしたら、仲門親方が釣りに行ったところに、流

れ着いた。そこは前寺と呼んでいるところね。仲門親

方は久米島のノロを船から降ろして、二人はそこで縁

を結んだ。 

そのミンティラ（前ヌ寺）は約三百坪ほどで、今の

ボーローポイント飛行場内にあった。私らの青年時代、

そこには松林や野原もあった。そうして、仲門親方は

そこに久米島ノロを連れて来て縁を結んだそうだ。 

 

 

そしたら、久米島で、ノロを追い出したことは、村

のためにならないので、是非そのノロを連れ戻さなけ

ればいけないということになったようだ。そうして、

久米島から迎えに来たらね、馬艦船一杯のお金を持っ

て来るのであれば、帰してもいいということだった。

すると、さっそく馬艦船一杯のお金を持って来たので、

ノロは久米島へ帰したそうだ。 

その後、久米島へ遥拝する火ヌ神を前寺に作った。

線香を立て願い事をする香炉が各拝所にあるでしょ

う。それが三か所、今でも三か所ありますよ。そこか

ら久米島へ祈願をした。 

 

私らが小さい頃は大切にされて、風邪をひいたとき

でも前寺に、「〇〇相の子どもが〇〇ですので・・ウー

トートゥ」と願っていた。気持ち的にも落ち着いて、

久米島ノロであればそれを治してくれるだろうと思

ったんでしょうね。 

クシディラ、ミンティラとあるが、クシディラは村

の後方のアカムヤーにある易者の家近く、小高いとこ

ろにあるよ。そこの話は知らないなあ。 

 


